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天然資源省）のThe Department of 





























DATA MANAGEMENT AND 
FORECASTING”、 選 択 科 目 と し
て“Geohazard Information for 
disaster risk assessment”の講義を
行っています。
　授業形態は、日本の研究者は短期
教員として、1週間マレーシアに滞在
し、実質5日間で10数時間の講義と
学生のプレゼンによって授業の単位を
出すという仕組みです。学生は、マ
レーシア工科大学の修士学生や、防災
関連の国の部署や研究所からの短期の
社会人修士学位取得希望者も多数参加
します。そのため実践的な授業が求め
防災科学技術により世界のレジリエンス強化へ
